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→いじめを認知したものの中で、SNSに関連したものはあるか。

→学校の対応で、保護者からの問合せやクレームはあるか。

→学校運営協議委員の意見

→いじめについて。「しかる」と「おこる」は意味が異なる。その点を、教員がしっかりと意識して
ほしい。

→保護者には、丁寧な説明が必要である。
→子どもたちに、規範意識を醸成する。学校だけでなく、家庭での指導も必要と考える。

→：学校運営業議会委員の意見
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→児童のあいさつについては、学校外になるとあいさつをしない子どもが多いと感じる。
→あいさつはコミュニケーションとして当たり前のこと。普通のコミュニケーションなので、大人
も普通にあいさつをし返せばよい。

→様々な児童がいる。あいさつが得意な子もいれば、コミュニケーションを恥ずかしがる子もいる。
大人はそれを鑑みて、対応していく。

→学校運営協議委員の意見

→日課表について。先生方の会議時間の確保が難しいことを初めて知った。
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【大砂土東小】地域とともにある学校づくり ～ 子どもたちの豊かな育ちを支えるために～

子どもたちの未来、地域の未来のためにも、家庭と地域、学校が連携して子どもたちをはぐくんでいくことが求められています。さいたま市の子ども
たちは、保護者や地域の方、卒業生、ボランティア団体など、多くの皆さんに支えにより、安心・安全に学校生活を送ることができます。

○コミュニティ・スクール

「学校運営協議会」を設置し、地域住民、
保護者、ボランティア、校長、教職員等が
メンバーとなって、子どもたちのために話合い
をしています。

学校運営協議会と地域の団体等が連携し、協働活動
を行うことで、地域とともにある学校づくりを推進

します。

○チャレンジスクール

放課後チャレンジスクールでは、特別教室等を活用し
て、スポーツ・文化活動・地域住民との交流活動等を実施
しています。

土曜チャレンジスクールでは、子どもたちに学ぶ楽しさを
教え、基礎学力の向上や学習習慣の定着を図るため、自主的な
学習や体験活動等を実施しています。

ぜひボランティアとしても関わっていただき、子どもの
豊かな育ちを支えていきましょう。

子どもたちの笑顔のために
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コミュニティ・スクール

市
HP

チャレンジスクール

○防犯ボランティア

大砂土東小では、地域住民等が、防犯ボランティアと
して、児童の登下校や校内の見守り活動をしています。

○大砂土東小学校PTA

大砂土東小学校のPTAでは、様々な取組を実施して
います。子どもたちも、保護者の方や地域の方と関
わりを持つことで、地域の皆さんに支えられている

ことを感じることができ、安心して学校生活を送るこ
とができます。
なお、令和８年度より新しい体制にて活動予定です。

＜活動の一例（令和７年度）＞
●安全パトロール
登下校ルート内について、保護者によるパトロールや見守り活動を実施。

●学校内外の環境美化
・１０～１２月に校内の落ち葉清掃を実施。
・１１月に親子で参加するクリーン活動を実施。

●ベルマーク収集 ベルマーク活動により学校備品を学校へ寄贈。
●芸術鑑賞会の開催 太鼓と芝居のたまっこ座による特別講演を実施。
●分校に伴う記念行事の開催（R7のみ）
大和田小学校への分校に伴い、花火ナイトの実施や記念図書カード及び
冊子の作成・配付を実施。

○学習に関わるボランティア

大砂土東小では、様々な学年・学習内容
において、子どもたちの活動を支援するボラン
ティアを保護者や地域の方から募集し、ご協力
いただいています。

＜ボランティアの例＞
・２年生活科「町たんけん」
・３年社会科「昔の道具」体験ボランティア
・５・6年家庭科ソーイングボランティア
・図書ボランティア
・読み聞かせボランティア


